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被
害
の
大
き
さ
や
犠
牲
者
の

多
さ
に
は
想
像
を
絶
す
る
も

の
が
あ
る
。
日
本
で
も
明
日

来
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
東
海
大
地
震
が

大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。 

 

四
川
省
大
地
震
で
は
小
・

中
学
校
な
ど
の
建
物
が
殆
ど

壊
滅
状
態
な
っ
た
。
学
校
に

被
害
が
集
中
し
た
の
は
手
抜

き
工
事
が
指
摘
さ
れ
、
親
達

は
激
怒
し
て
市
の
役
人
に
噛

み
付
い
て
い
た
が
日
本
で
は

ど
う
だ
ろ
う
。 

 

三
島
市
の
保
育
園
、
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
校
舎

の
耐
震
補
強
の
状
態
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
？
親
で
な
く
て

も
大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で 

 

主
張 

中
国
四
川
省

の
巨
大
地
震
の

規
模
に
驚
い
た
。 

あ
る
。
そ
れ
ら
を
調
べ
た
結

果
、
三
島
市
立
保
育
園
の
場

合
は
以
下
の
よ
う
だ
。 

加
茂
川
、
伊
豆
佐
野
保
育

園
は
新
耐
震
基
準
に
適
合
ラ

ン
ク
Ⅰ
。
光
が
丘
、
緑
町
が

劣
る
の
ラ
ン
ク
Ⅱ
。
青
木
、

谷
田
、
幸
原
は
要
補
強
の
ラ 

     

ン
ク
Ⅲ
で
あ
っ
た
。 

 

幼
稚
園
で
は
耐
震
補
強
済

み
は
南
、
徳
倉
、
旭
ヶ
丘
、

西
、
大
場
、
松
本
が
ラ
ン
ク

Ⅰ
。
坂
、
北
幼
稚
園
北
園
舎

が
ラ
ン
ク
Ⅱ
で
劣
る
。
八
反

畑
、
中
央
、
沢
地
、
み
か
ど
、

東
、
北
幼
稚
園
の
東
、
中
央

園
舎
が
要
補
強
の
ラ
ン
ク
Ⅲ 

 
  

四
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
っ
た
。
初
め
て
そ
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
高
齢
者

は
全
国
各
地
で
政
府
の
や
り
方
に
怒
り
を
爆
発
さ
せ
て
い
る
。
当
初
の
政
府
の
説
明
で
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
費
の
個
人
負
担
は
従
来
の
国
民
健
康
保
険
料
よ
り
多
く
の
人
は
低
く
な
る
と
の

説
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
、
本
人
が
詳
し
く
分
か
ら
ぬ
ま
ま
、
よ
く

調
べ
て
見
る
と
従
来
の
国
保
よ
り
も
負
担
が
増
え
て
い
る
と
い
う
人
た
ち
も
多
く
い
た
。
ま
た

「
か
か
り
つ
け
医
」
制
度
の
導
入
や
高
齢
者
の
医
療
費
抑
制
目
標
が
定
め
ら
れ
、
未
達
成
の
医

療
機
関
は
診
療
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
で
、
こ
の
制
度
は
「
姥
捨
て
山
」

制
度
と
い
わ
れ
多
く
の
高
齢
者
の
怒
り
を
買
っ
て
い
る
。 

小
学
校
で
は
、
東
、
南
、 

長
伏
の
各
給
食
室
だ
け
が
補

強
不
要
の
ラ
ン
ク
Ⅰ
で
、
坂
、

中
郷
、
長
伏
、
南
、
西
小
管

理
棟
、
東
小
が
劣
る
の
ラ
ン

ク
Ⅱ
。
沢
地
、
山
田
、
向
山
、

北
上
、
西
小
東
側
校
舎
等
は 

要
補
強
の
ラ
ン
ク
Ⅲ
と
い
う 

     

結
果
だ
。 

 

ま
た
、
中
学
校
で
、
耐
震

補
強
不
要
の
ラ
ン
ク
Ⅰ
は
南

中
と
中
郷
西
の
教
室
棟
だ

け
。
ラ
ン
ク
Ⅱ
の
劣
る
は
北

上
、
北
中
校
舎
だ
け
。
ま
た
、

要
補
強
の
ラ
ン
ク
Ⅲ
は
北
上

木
工
室
、
錦
田
、
中
雑
西
木

工
室
、
北
中
管
理
棟
と
な
っ 

 

 

後期高齢者医療制度は廃止を！ 
    政府や官僚の思惑、高齢者の怒りは頂点に 

       

神
淡
路
大
震
災
の
実
に
三
〇
倍

で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。日
が
経
つ

に
つ
れ
死
者
、
行
方
不
明
、
被
害

者
の
数
は
ふ
く
れ
上
が
り
、最
終

的
に
死
者
は
一
〇
万
人
を
越
え

る
の
で
は
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

▼
こ
の
大
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
地
下
の
プ
レ
ー
ト
の
ぶ
つ
か

り
合
い
で
生
じ
た
巨
大
な
力
が
、

地
下
の
比
較
的
浅
い
地
点
で
解

放
さ
れ
た
、日
本
で
い
う
直
下
型

の
巨
大
地
震
だ
っ
た
と
い
う
。ま

た
、本
震
に
よ
っ
て
発
生
し
た
新

た
な
ひ
ず
み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

解
放
は
遅
く
、比
較
的
大
き
な
余

震
が
長
期
に
わ
た
っ
て
続
く
可

能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。 

▼
最
近
、中
国
で
発
生
し
た
大
地

震
は
一
九
七
六
年
七
月
、中
国
河

北
省
で
発
生
し
た
唐
山
地
震
が

あ
る
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は
二

五
万
か
ら
六
五
万
人
と
い
わ
れ
、

唐
山
が
壊
滅
し
、大
断
層
が
出
現

し
た
。
ま
た
、
天
津
、
北
京
で
も

死
傷
者
多
数
が
出
た
。こ
の
唐
山

地
震
は
世
界
史
上
最
悪
の
大
震

災
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。 

▼
中
国
が
日
本
同
様
、大
変
な
地

震
国
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、そ
れ

に
し
て
も
被
害
の
大
き
さ
や
犠

牲
者
の
多
さ
に
本
当
に
胸
が
痛

む
。
ま
た
、
余
震
や
ダ
ム
崩
壊
、

せ
き
止
め
ら
れ
た
河
川
の
大
流

出
の
危
険
の
中
で
、人
々
が
総
力

を
あ
げ
て
救
出
活
動
や
復
旧
活

動
に
当
た
っ
て
い
る
姿
を
見
る

と
、日
本
と
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
支

援
を
す
べ
き
だ
と
思
う
。 

▼
そ
の
一
方
で
、迫
り
来
る
東
海

大
地
震
の
現
実
味
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
る
。日
本
で
も
同
じ
規
模

の
大
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
か
？
一
部
の
人
は

被
害
が
大
き
い
の
は
、中
国
は
手

抜
き
工
事
が
多
い
か
ら
と
言
う

が
、日
本
で
は
被
害
が
少
な
く
な

る
と
い
う
根
拠
は
ど
こ
に
も
無

い
。ま
し
て
や
震
源
域
の
真
上
に

浜
岡
原
発
が
あ
る
。 

 

▼
五
月
十
二
日
、
中
国

四
川
省
を
中
心
に
大
地

震
が
発
生
し
た
。
Ｍ
７・９

震
源
の
深
さ
は
１０
Km

動
い
た
断
層
は
三
〇
〇

キ
ロ
に
も
お
よ
び
、
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
阪
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幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
の

耐
震
化
対
策
は
本
当
に
目
標

ど
お
り
平
成
三
〇
年
ま
で
に

完
了
す
る
か
ど
う
か
は
微
妙

で
あ
る
。 

 

今
回
の
四
川
省
大
地
震
に

匹
敵
す
る
規
模
で
東
海
大
地

震
が
起
こ
れ
ば
、
小
・
中
学

校
の
現
状
の
耐
震
レ
ベ
ル

で
、
ラ
ン
ク
Ⅱ
、
Ⅲ
は
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
り
、
中
国
ど
こ

ろ
か
日
本
で
も
学
校
が
大
変

な
被
害
が
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
昨
年
七
月
の
中
越
沖
地

震
で
は
、
想
定
外
の
大
き
な

揺
れ
で
柏
崎
刈
羽
原
発
で
も

予
想
し
な
か
っ
た
被
害
が
出

た
。
大
規
模
な
放
射
能
漏
れ

こ
そ
無
か
っ
た
が
、
小
・
中

学
校
は
地
域
の
避
難
場
所
で

も
あ
り
耐
震
化
対
策
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
。 

て
い
る
。
目
安
と
し
て
耐
震

ラ
ン
ク
Ⅰ
は
補
強
完
了
、
ラ

ン
ク
Ⅱ
は
強
い
揺
れ
の
場
合

倒
壊
の
恐
れ
、
ラ
ン
ク
Ⅲ
は

強
い
揺
れ
で
倒
壊
。 

 

こ
れ
等
を
見
る
限
り
、
三 

島
市
の
公
立
保
育
園
、
幼
稚

園
、
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震 

     

補
強
工
事
は
三
分
の
一
程
度

し
か
進
ん
で
い
な
い
と
い
え

る
。
市
の
計
画
で
は
平
成
三

〇
年
度
を
目
標
に
全
体
的
な

耐
震
化
の
工
事
を
進
め
る
と

し
て
い
る
が
、
国
は
前
倒
し

し
て
耐
震
補
強
工
事
を
促
し

て
い
る
。
一
方
、
財
源
難
が

重
く
の
し
か
か
り
、
保
育
園
、 

 
 

老
人
保
健
法
が
廃
止
さ

れ
、
小
泉
政
権
の
置
き
土
産

で
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
が
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
今
、
国
会
で
は
野

党
が
こ
の
法
律
の
廃
止
を
求

め
、
一
方
、
政
府
は
選
挙
対

策
の
た
め
か
、
一
時
し
の
ぎ

の
軽
減
措
置
や
「
凍
結
」「
見

直
し
」が
協
議
さ
れ
て
い
る
。 

 

も
と
も
と
、
仕
組
み
が
複

雑
で
中
身
が
分
か
り
に
く

く
、
説
明
が
不
十
分
な
ま
ま

出
発
し
た
新
制
度
。
多
く
の

高
齢
者
は
四
月
に
入
っ
て
初

め
て
そ
の
実
態
に
気
づ
い
た

よ
う
だ
。 

 

こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制 

三
月
。
片
方
の
全
幅
員
は
十

一
ｍ
、
歩
道
幅
は
三
・
五
ｍ
、

車
道
は
三.

・
二
五
ｍ
２
車
線

と
な
っ
て
い
る
。
将
来
線
は

交
通
量
の
増
加
を
見
て
、
工

事
に
着
手
と
い
う
こ
と
で
完

成
は
未
定
で
あ
る
。 

 

谷
田
幸
原
線
の
総
工
事
費

は
三
十
一
億
円
、
そ
の
う
ち

ト
ン
ネ
ル
工
事
費
は
十
三
億

５
千
万
円
。
請
負
業
者
は
三

井
住
友
建
設
で
あ
る
。 

 

 

ト
ン
ネ
ル
が
完
成
す
れ
ば 

加
茂
入
口
に
あ
る
ネ
ッ
ツ
ト

ヨ
タ
か
ら
壱
丁
田
キ
ミ
サ
ワ

横
ま
で
の
道
路
が
つ
な
が

る
。
そ
の
道
路
は
将
来
的
に

は
徳
倉
を
抜
け
、
幸
原
Ｊ
Ａ

の
横
を
通
り
、
三
島
北
口
か

ら
東
レ
体
育
館
脇
を
通
り
幸

原
に
抜
け
る
北
口
線
と
合

流
。
一
方
、
三
島
駅
北
口
線

は
萩
バ
ス
停
近
く
で
す
そ
の

線
に
合
流
す
る
。
し
か
し
、

壱
丁
田
キ
ミ
サ
ワ
か
ら
幸
原

ま
で
の
区
間
は
土
地
買
収
が

進
ん
で
い
な
い
。
全
体
の
完

成
は
今
の
と
こ
ろ
殆
ど
目
途

が
立
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。 

 

三
島
市
の
小
・中
学
校
・公
共
施
設
の 

耐
震
強
度
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？ 

 

谷
田
幸
原
線
は
、
東
駿
河

湾
広
域
都
市
圏
を
構
成
す
る

二
市
二
町
の
市
街
地
環
状
道

路
の
一
部
で
、
通
過
交
通
の

迂
回
、
区
域
内
外
交
通
の
分

散
と
導
入
、
沿
道
土
地
利
用

の
促
進
等
の
役
割
を
担
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

起
点
は
三
島
市
谷
田
字
初

音
ヶ
原
、
終
点
は
三
島
市
幸

原
町
二
丁
目
、
総
延
長:

約
三

六
六
〇
ｍ 
、
代
表
幅
員
は
二

五
ｍ
（
四
車
線
）、
事
業
区
間

は
市
道
祇
園
原
線
～
市
道
徳

倉
文
教
線
、
延
長
約
七
一
四

ｍ
。 ト

ン
ネ
ル
工
事
は
平
成
十

九
年
二
月
着
手
し
た
。
ト
ン

ネ
ル
工
事
の
概
要
は
長
さ
三

七
七
ｍ
。
計
画
で
は
ト
ン
ネ

ル
は
メ
ガ
ネ
状
に
二
つ
の
ト

ン
ネ
ル
か
ら
な
り
、
暫
定
供

用
側
と
将
来
線
側
に
分
か
れ

て
い
る
。
両
方
と
も
歩
道
付

き
二
車
線
。
暫
定
供
用
側
の

完
成
予
定
は
平
成
二
十
一
年 

 

―
谷
田
幸
原
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
― 

供
用
開
始
は
平
成
二
十
一
年 
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喫茶店（9:30～20:30） 

あんりえっと 
三島大社前 

ブレンド・コーヒー３８０円 
モカ、キリマンジャロ４００円 

三島大社南５０ｍ 
日曜日は定休日 

電話：055-97５-0１１７ 

度
が
あ
り
、
そ
の
保
険
料
負

担
増
を
抑
制
す
る
た
め
と
し

て
、
周
到
に
準
備
さ
れ
て
い

る
の
が
「
高
齢
者
へ
の
医
療

の
制
限
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら

は
、
一
般
の
健
康
保
険
と
は

別
建
て
の
診
療
報
酬
体
系
、

総
合
医
に
よ
る
主
治
医
制

度
、
後
期
高
齢
者
診
療
料
、

包
括
診
療
報
酬
制
な
ど
、
高

齢
者
の
医
療
制
限
の
準
備
が

お
り
こ
ま
れ
て
い
る
。 

 

更
に
、
そ
の
制
限
を
超
え

た
医
療
は
自
費
診
療
と
さ

れ
、「
混
合
診
療
の
解
禁
」
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
、
単
に
負
担
が
増
え
た

減
っ
た
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
が
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
は
負

担
額
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

た
か
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
国
保
と
後
期
高
齢
者
負

担
の
違
い
は
各
自
治
体
や
市

町
村
で
、
ま
た
、
個
々
の
所

得
や
資
産
の
違
い
で
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
が
、
三
島
市
在
住

者
十
六
名
に
つ
い
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
上
の
表
の
よ
う
な
結

果
で
あ
っ
た
。 

 

所
得
が
年
金
だ
け
で
資
産

の
無
い
人
は
従
来
の
国
保
に

比
べ
負
担
額
は
減
っ
て
い
る

が
、
中
所
得
者
の
多
く
の
場

合
負
担
は
増
え
て
い
る
。
一

方
、
資
産
の
多
い
人
は
負
担 

 

が
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
国

保
で
は
資
産
割
が
あ
っ
た
が

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
資
産

割
負
担
が
無
く
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。 

寄
せ
ら
れ
た
投
書
で
は

「
今
度
の
改
定
で
、
一
番
の

問
題
は
、
病
人
が
必
要
な
治

療
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

こ
と
。
保
険
料
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
中
身
が
問
題
だ
。

検
査
を
減
ら
さ
れ
た
。
白
内

障
の
手
術
が
『
６
万
円
の
上

限
を
越
え
る
分
は
自
費
で
』

と
言
わ
れ
た
。
他
の
病
気
の

治
療
が
受
け
ら
れ
ず
『
死

ね
！
』
と
い
う
の
か
。
国
会

の
前
で
首
を
つ
っ
て
や
り
た

い
。
こ
の
ま
ま
で
は
個
人
の

医
療
機
関
は
潰
れ
て
し
ま

う
。」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

日
本
の
医
療
の
問
題
で
、

高
齢
者
へ
の
医
療
給
付
水
準

切
り
下
げ
の
後
に
は
、
次
な 

る
改
悪
の
矛
先
が
現
役
世
代

の
健
康
保
険
（
公
的
医
療
保

険
）
に
向
か
い
、
私
的
健
康

保
険
（
民
間
の
療
養
給
付
型

医
療
保
険
）
に
加
入
し
な
け

れ
ば
、
十
分
な
医
療
が
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
生

じ
て
く
る
こ
と
も
ま
た
当
然

の
成
り
行
き
と
な
る
。 

こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
創
設
で
、
医
療
制
度
改

悪
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た

が
、
今
、
国
会
で
は
こ
の
法

律
の
廃
止
を
廻
り
、
与
野
党

の
攻
防
が
始
ま
っ
た
。
支
持

率
二
〇
％
を
切
っ
た
福
田
内

閣
の
行
方
に
も
、
関
心
が
高

ま
る
。 

「
年
寄
り
い
じ
め
は
や
め

ろ
！
」
「
医
療
制
度
改
悪
反

対
！
」
の
声
と
と
も
に
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
廃
止

の
声
を
大
き
く
上
げ
る
時
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

度
の
最
大
の
問
題
点
は
、
七

五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
一
般

の
健
康
保
険
制
度
か
ら
切
り

離
す
こ
と
に
あ
る
。
年
金
生 

や
が
て
、
現
役
世
代
か
ら
の

支
援
金
四
割
相
当
も
引
き
上

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

保
険
料
引
き
上
げ
に
も
限 

 

活
で
、七
五
歳
以
上

の
高
齢
者
だ
け
の

健
康
保
険
が
、保
険

と
し
て
成
り
立
た

な
い
こ
と
は
、始
め

か
ら
明
ら
か
だ
。 

ま
た
、保
険
料
は

経
過
措
置
や
減
額

減
免
措
置
が
あ
っ

て
も
、そ
れ
ら
の
終

了
や
、二
年
ご
と
の

見
直
し
で
、引
上
げ

に
次
ぐ
引
き
上
げ

と
な
る
の
は
必
至
。 

＜国保と後期高齢者保険料の比較＞
No 個人 H19国保 H20国保 H20後期 増加（差額）
1 G単 15,000 － 10,800 -4,200
2 Ａ単 16,900 － 10,800 -6,100
3 L単 17,200 － 10,800 -6,400
4 N単 22,400 － 10,800 -11,600
5 M単 43,200 － 36,000 -7,200
6 F単 110,600 － 112,313 1,713
7 C単 135,800 － 139,056 3,256

H夫 － 107,900
H妻 7,400 30,000
J夫 － 121,400
J妻 44,400 －
K夫 － 126,000
K妻 44,400 －
P夫 － 90,800
P妻 165,000 10,000
I夫 － 212,400
I妻 44,400 －
E夫 － 75,500
E妻 ？ －
D夫 － 158,200
D妻 － 183,200

15 O単 424,600 － 346,700 -77,900
B夫 － 427,200
B妻 － 72,000

28,90014

？

251,800

138,400

152,000

163,800

224,000

284,900

312,500

6,900

16 554,100 -54,900

8

9

10

11

12

13

41,800

5,000

13,800

6,600


